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新築小学校校舎におけるホルムアルデヒド濃度調査
○大村道雄　　（信州大学）

目的】近年、シックハウスに加えシックスクールなる新語まで登場する等、日常生活や教育現場

にまで化学物質汚染とその被害が広がり、早急な対策が求められている。室内での化学物質汚染

の中でも特にホルムアルデヒド（ＨＣＨＯ）汚染が深刻な状況で、不登校の原因にも挙げられる等、

公共施設や住宅での健康被害例は数多い。新築小学校校舎内のホルムアルデヒド濃度を測定し、

シックスクールの実態を明らかにするとともに予防対策の具体化を探ることを目的とする。

方法】平成９年３月竣工、４月供用開始された小学校校舎の一般教室、コミュニティーセンター、

職員室の３箇所で４月から９月までのおよそ１ヶ月置きに８回、昼間と夜間の各８時間サンプリ

ングを行った。ホルムアルデヒドはトジェ タノールアミン2  % 溶液にアクティブ法で捕集し、

AHMT 法と分光分析によって濃度を求めた。これらのデータから季節変化に伴う温熱環境および

使用条件の異なる昼間、夜間の比較検討を行った。温湿度の測定にはサーモレコーダーRS-10 を

使用した。

結果】窓、扉の開放や出入りの多い昼間は３箇所ともにＨＣＨＯ濃度は ＷＨＯ 基準、厚生省ガイド

ラインの0.08ppm 未満であったが、長時間閉め切られる夜間には、いずれの部屋でも夏季の濃度

が上昇し､ 平均で2,3 倍になることがあった｡その結果､ 夏季、コミュニティーセンター内のHCHO

濃度は、ＷＨＯ 基準、厚生省ガイドラインを上回った。一般教室や職員室以外は内装や内部設備

および使用状況が影響して、ＨＣＨＯ 濃度が上昇したと考えられる。週明け、長期休業明けは、十

分換気をした後入室または使用すべきである。

lJa-3 室内空気質に起因すると考えられる自覚症状と暮らし方に関する調査

およびホルムアルデヒド濃度の実測調査　 一新築学生寮を対象としてー

○東実千代＊、新谷恵＊＊、八木成江＊3、守屋好文＊4、疋田洋子＊

[＊奈良女子大、＊＊岡山市役所、＊3ﾍﾞﾈｯｾ]- ﾎﾟﾚｰｼｮﾝ㈱、＊^松下電器産業㈱)

【目的】室内空気質に起因すると考えられる健康障害が社会問題となっている。本研

究は建材・施工剤から揮発するホルムアルデヒド（以下 ＨＣＨＯ）に着目し、居住者

の自覚症状と暮らし方の関係、さらに室内濃度との関係を検討することを目的とする。

【方法】1996 年と1997 年に竣工した奈良女子大学学生寮を対象とした。アンケート

調査は1997 年６月と1999 年６月に行った。両調査の合計回収率は82.7 ％で、有効

票は311 であった。調査項目は、入居時期、居室位置、部屋の換気状況、入居後の自

覚症状等である。 ＨＣＨＯ濃度の測定は1998 年春､夏､秋季、1999 年夏､秋季、2000 年

冬季に行った。測定は検知管法とし、室内を５時間閉め切った後、室内空気を0.3L/min

で3L 採取した。その他換気回数、室温、内装材表面温度、湿度の測定を行った。

【結果】入居後に何らかの自覚症状を感じた人は全体の約半数を占めていた。最も多

かった申告は「異臭・刺激臭を感じる」で、竣工直後に入居した人の申告率が高かっ

た。さらに、居住者の換気頻度によっても申告の割合に差がみられた。室内のHCHO

濃度は全ての測定時期において、厚生省指針値O.lmg/m^  （25 °C換算で0.08ppm ）

を越えていた。
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